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【
往
路
】

１
区
は
少
し
出
遅
れ
16
位
と
し
ま
し
た
が
、
続

く
２
区
は
区
間
賞
こ
そ
逃
し
ま
し
た
が
圧
巻
の

８
人
抜
き
で
８
位
ま
で
順
位
を
上
げ
ま
し
た
。

３
区
は
堅
実
な
走
り
で
７
位
に
。
４
区
は
ペ
ー

ス
ダ
ウ
ン
が
見
ら
れ
た
も
の
の
８
位
を
キ
ー
プ

し
、
最
終
５
区
で
は
我
慢
の
走
り
で
８
位
の
ま

ま
芦
ノ
湖
の
ゴ
ー
ル
へ
。

【
復
路
】

６
区
は
１
つ
順
位
を
落
と
し
て
９
位
に
。
７
区

は
区
間
６
位
で
タ
ス
キ
を
つ
な
げ
ま
し
た
。
続

く
８
区
・
９
区
は
我
慢
の
走
り
で
順
位
を
落
と

さ
ず
走
り
き
り
、
最
終
10
区
で
は
、
区
間
賞
と

な
る
快
走
で
、
２
つ
順
位
を
上
げ
て
７
位
で
ゴ
ー

ル
し
、
次
回
大
会
の
シ
ー
ド
権
を
見
事
に
獲
得

し
ま
し
た
。

　
前
回
王
者
の
東
洋
大
学
を
破
り
、
青
山
学
院

大
学
の
初
優
勝
と
い
う
ド
ラ
マ
を
生
ん
だ
第
91

回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
。
城
西
大

学
の
選
手
た
ち
に
も
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
前
回
大
会
で
は
、
10
区
で
一
斉
ス
タ
ー
ト
と

な
り
襷
が
途
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の

雪
辱
を
果
た
す
快
走
を
見
せ
、
見
事
に
シ
ー
ド

権
（
通
算
3
回
目
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
往
路
で
は
、
1
区
の
松
村
陣
之
助
（
経
営
学

部
2
年
）
が
先
頭
集
団
に
食
ら
い
付
く
走
り
を

見
せ
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
遅
れ
16
位
で
襷

を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
続
く
2
区
を
走
っ
た
主
将

の
村
山 

紘
太
（
経
営
学
部
4
年
）
は
、
10
秒

差
で
区
間
賞
こ
そ
逃
し
ま
し
た
が
、
気
迫
の
走

り
で
圧
巻
の
8
人
抜
き
を
見
せ
、
順
位
を
8
位

に
押
し
上
げ
、
3
区
の
横
田 

良
輔
（
経
営
学
部

4
年
）
は
、
気
温
が
上
が
っ
た
中
、
堅
実
な
走

り
で
順
位
を
ひ
と
つ
あ
げ
7
位
と
し
ま
し
た
。

4
区
の
山
本 

雄
大
（
経
営
学
部
4
年
）
は
懸

命
な
走
り
を
見
せ
、
8
位
で
山
登
り
5
区
へ
襷

を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
往
路
最
終
区
と
な
る
5
区

の
菊
地 

聡
之
（
経
営
学
部
2
年
）
は
、
道
端

に
雪
が
残
る
中
を
気
合
い
の
走
り
で
箱
根
の
山

を
駆
け
上
が
り
8
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

第91回東京箱根間往復大学駅伝競走

《成　績》
　往路：8位（5時間35分09秒）復路：7位（5時間33分06秒）
　総合：7位（11時間08分15秒）

区　間 選　手 記　録 区間順位

往　

路

第1区 松村陣之助（経営学部２年） 1時間03分51秒 16位
第2区 村山　紘太（経営学部４年） 1時間07分43秒 2位
第3区 横田　良輔（経営学部４年） 1時間04分04秒 10位
第4区 山本　雄大（経営学部４年） 57分51秒 18位
第5区 菊地　聡之（経営学部２年） 1時間21分40秒 9位

復　

路

第6区 西岡　喬介（経営学部３年） 1時間00分27秒 10位
第7区 室井　勇吾（経営学部３年） 1時間04分29秒 6位
第8区 黒川　　遼（経営学部４年） 1時間06分53秒 12位
第9区 管　　真大（経営学部１年） 1時間11分16秒 15位
第10区 寺田　博英（経営学部４年） 1時間10分01秒 1位

総
合
７
位
＆
シ
ー
ド
権
獲
得
!!

２
区
は
圧
巻
の
８
人
抜
き
!!

〈1区〉松村 陣之助〈2区〉村山 紘太

〈3区〉横田 良輔

〈4区〉山本 雄大〈5区〉菊地 聡之 祝!!

１０
区
は
区
間
賞
!!

昨
年
の
雪
辱
を
果
た
す
快
走
を
見
せ
た
今

年
の
箱
根
駅
伝
。
大
学
創
立
50
周
年
と
な

る
2
0
1
5
年
。
最
高
の
ス
タ
ー
ト
を
切

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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復
路
で
は
、
往
路
で
1
位
の
青
山
学
院
大
学

と
の
差
が
10
分
を
超
え
て
い
た
為
、
他
の
大
学

と
共
に
一
斉
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
6

区
の
西
岡 

喬
介
（
経
営
学
部
3
年
）
が
残
雪

と
路
面
凍
結
し
て
い
る
厳
し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
中
で
箱
根
の
山
を
駆
け
下
り
ま
し
た
が
、

ひ
と
つ
順
位
を
落
と
し
9
位
で
続
く
7
区
に
襷

を
つ
な
げ
ま
し
た
。

　
7
区
の
室
井 

勇
吾
（
経
営
学
部
3
年
）
は

区
間
6
位
の
走
り
を
見
せ
、
順
位
を
キ
ー
プ
し

た
ま
ま
続
く
8
区
に
襷
を
つ
な
げ
ま
し
た
。

　
8
区
の
黒
川 

遼
（
経
営
学
部
4
年
）
は
、

堅
調
な
走
り
を
見
せ
ま
し
た
が
9
位
を
キ
ー

プ
。
続
く
9
区
の
管 

真
大
（
経
営
学
部
1
年
）

は
苦
し
い
走
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
最
終
10
区

の
寺
田 

博
英
（
経
営
学
部
4
年
）
に
1
区
か

ら
つ
な
げ
て
き
た
襷
を
渡
し
ま
し
た
。

　
最
終
10
区
の
寺
田
は
、
区
間
賞
と
な
る
快
走

を
見
せ
、
襷
を
受
け
取
っ
た
時
点
で
9
位
だ
っ

た
順
位
を
ふ
た
つ
押
し
上
げ
7
位
で
ゴ
ー
ル
。

　
5
区
及
び
6
区
の
コ
ー
ス
変
更
が
あ
っ
た

為
、
参
考
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
総
合
記

録
11
時
間
08
分
15
秒
と
前
回
シ
ー
ド
を
取
っ
た

第
88
回
大
会
よ
り
約
2
分
早
い
記
録
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
で
通
算
3
度
と
な
る
シ
ー
ド
権
の
獲

得
。
し
か
し
な
が
ら
、
城
西
大
学
は
2
大
会
連

続
シ
ー
ド
権
の
獲
得
及
び
そ
の
上
の
「
優
勝
」

は
未
経
験
で
す
。
今
大
会
で
青
山
学
院
大
学
が

初
優
勝
し
た
よ
う
に
城
西
大
学
も
「
優
勝
」
の

2
文
字
を
目
指
し
て
、
来
年
の
箱
根
路
を
走
り

ま
す
の
で
、
選
手
た
ち
へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

男
子
駅
伝
部
は
、
第
46
回
全
日
本
大
学
駅

伝
対
校
選
手
権
大
会
に
三
大
会
ぶ
り
に
出
場

し
、
総
合
タ
イ
ム
5
時
間
28
分
33
秒
の
15
位

で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
1
区
の
村
山
紘
太
（
経
営
4
年
）

が
双
子
の
兄
（
駒
沢
大
学
・
村
山
謙
太
選
手
）

と
区
間
賞
を
争
う
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
を
演
じ
同

タ
イ
ム
の
区
間
2
位
で
タ
ス
キ
を
つ
な
い
だ
。

　

2
区
を
任
さ
れ
た
横
田
良
輔
（
経
営
4
）
村

山
か
ら
横
田
へ
。
ス
ピ
ー
ド
を
生
か
し
て
チ
ー

ム
全
体
に
い
い
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
が
狙
い

だ
っ
た
が
、
期
待
通
り
の
結
果
に
は
な
ら
な

か
っ
た
。

　

レ
ー
ス
中
盤

ま
で
の
シ
ー
ド

権
が
得
ら
れ
る

6
位
入
賞
の

可
能
性
を
感

じ
さ
せ
る
展
開

と
な
り
ま
し
た

が
、
懸
命
の
走

り
も
及
ば
ず

終
盤
順
位
を

下
げ
ゴ
ー
ル
と

な
り
ま
し
た
。

第91回東京箱根間往復大学駅伝競走
〈6区〉西岡 喬介

〈7区〉室井 勇吾

〈8区〉黒川 遼〈9区〉管 真大〈10区〉寺田 博英

第
46
回

全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
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か
な
か
ペ
ー
ス
が
上
が
ら
ず
最
後
ま
で

本
来
の
走
り
が
で
き
ず
2
時
間
11
分

11
秒
の
14
位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
こ
の
大
会
の
12
位
ま

で
の
チ
ー
ム
に
与
え
ら
れ
る
全
日
本
大

学
女
子
選
抜
駅
伝
競
走
（
愛
称
：
富
士

山
女
子
駅
伝
、
12
月
23
日
（
火
）、
静

岡
県
富
士
市
・
富
士
宮
市
で
開
催
）
へ

の
出
場
権
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
5
0
0
0
m
7
名
の
チ
ー

ム
記
録
に
よ
り
エ
ン
ト
リ
ー
で
1
位
と

な
り
富
士
山
女
子
駅
伝
へ
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
ま
で
の
7

区
間
、
43
・
4
㎞
を
目
指
し
ま
し
た
。

本
学
は
、
序
盤
6
位
と
快
走
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
が
、
中
盤
14
位
ま
で
後
退

し
ま
し
た
。
終
盤
は
粘
り
抜
き
、
女
子

駅
伝
伝
統
校
の
意
地
を
見
せ
、
11
位
で

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
2

年
連
続
の
入
賞
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
更
な
る

飛
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
も
多
く
の
皆
様
に
応
援
し

て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
女
子
駅
伝
部
も
来
シ
ー

ズ
ン
に
向
け
て
新
た
な
チ
ー
ム
作
り
が
始

ま
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
あ
た
た
か
い
ご

声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

秋
の
仙
台
。
杜
の
都
駅
伝
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
全
日
本
大
学
女
子
駅
伝
対

校
選
手
権
大
会
（
第
32
回
）
が
、
平
成

26
年
10
月
26
日
（
日
）
宮
城
県
仙
台
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

仙
台
市
陸
上
競
技
場
か
ら
仙
台
市
役

所
市
民
広
場
ま
で
の
6
区
間
38
㎞
に
26

チ
ー
ム
が
参
加
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の

同
窓
生
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま

し
た
。

　

レ
ー
ス
は
晴
天
の
中
、
午
後
12
時
10

分
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

1
区
で
区
間
15
位
と
な
り
、
タ
ス
キ

を
渡
し
た
序
盤
か
ら
苦
し
い
展
開
で
な

　

2
0
1
4
年
12
月
23
日
、
富
士
山
女

子
駅
伝
（
全
日
本
大
学
女
子
選
抜
駅
伝

競
走
）
が
静
岡
県
富
士
宮
市
・
富
士
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
場
チ
ー
ム
は
、
10
月
に
仙
台
市
で

行
わ
れ
ま
し
た
「
全
日
本
大
学
女
子
駅

伝
対
校
選
手
権
大
会
」
の
上
位
12
大
学
、

5
0
0
0
m
7
名
の
チ
ー
ム
記
録
上
位
6

大
学
お
よ
び
地
区
学
連
選
抜
チ
ー
ム
に

よ
る
東
西
2
チ
ー
ム
の
計
20
チ
ー
ム
で

し
た
。本
学
は
、5
0
0
0
m
7
名
の
チ
ー

ム
記
録
の
枠
に
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
無
風
、
雪
を
か
ぶ
っ
た

美
し
い
富
士
山
が
見
守
る
中
、
選
手
た

ち
は
午
前
10
時
に
富
士
山
本
宮
浅
間
大

社
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
ゴ
ー
ル
の
富
士

全
日
本
大
学
女
子
選
抜
駅
伝
競
走

 

（
2
0
1
4
富
士
山
女
子
駅
伝
）

第
32
回 

全
日
本
大
学
女
子
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
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●新６号棟 新薬学棟 

●水田三喜男記念館 

●食堂 

新
６
号
棟
、
水
田
三
喜
男
記
念
館
、
食
堂

創
立
50
周
年
事
業
に
よ
り
、
城
西
大
学
に
新
施
設
が
誕
生
し
ま
す
。

食
堂
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

高
麗
祭
の
名
物
と
い
え
る
恒
例
の

物
産
展
は
高
麗
祭
の
初
日
11
月
２
日

（
日
）
に
開
催
、
今
年
も
同
窓
会

26
支
部
が
出
店
し
ま
し
た
。
こ
こ
数

年
は
、
こ
の
た
め
に
高
麗
祭
に
来
て

く
だ
さ
る
地
元
の
方
も
多
く
、
あ
ま

り
の
大
盛
況
に
「
け
や
き
」
の
た
め

の
写
真
撮
影
も
困
難
な
状
態
。
そ

こ
で
今
回
は
、
開
場
前
に
撮
っ
た
写

真
で
紹
介
し
ま
す
。
全
支
部
が
厳

選
し
た
ご
自
満
の
物
産
名
産
は
別
表

の
と
お
り
で
、
普
段
は
な
か
な
か
手

に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
品
も
多
く
、

た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
売
れ
切
れ
続
出

で
し
た
。
父
母
後
援
会
も
、
東
北
・

茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
千
葉
・
神
奈

川
・
山
梨
・
長
野
・
新
潟
・
東
海
の

各
支
部
が
出
店
、
こ
ち
ら
も
大
盛
況

で
し
た
。
出
店
さ
れ
た
各
支
部
の
皆

さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高麗祭  同窓会支部物産展
出 展 一 覧

同窓会支部 ご自満の物産名産
北海道道央 豪雪うどん、カマンベールチーズ
北海道道南 ジャガイモつめ放題
青森県津軽 りんごジュース・津軽りんご
岩手県 生さんま　他　海産物
宮城県 牛タン、笹かまぼこ
山形県 庄内柿　他
秋田県 きりたんぽ、ぬれおかき　他
福島県浜通り 干し物
群馬県 花（パンジー）
埼玉県東部 さつまいも地元銘菓
埼玉県県央 お菓子　他
埼玉県東上 川越名物駄菓子
埼玉県さきたま いが饅頭
埼玉県中央 葉酸たまご
千葉 落花生
東京 人形焼
神奈川県　 神奈川県の美味しいもの
山梨県　 ほうとう　他
新潟県　 佐渡おけさ柿
富山 ふく福柿
静岡 黒はんぺん
中部 ういろう、赤福
広島　 もみじ饅頭、お好み焼き、

尾道ラーメン　他
福岡 軍師官兵衛関連、博多銘菓 他
鹿児島　 さつま揚げ、さつま地鶏焼
沖縄 海ぶどう
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今
回
の
人
物
探
訪
は
、
福
島
県
い
わ
き
市
に
在
住
の
〝
江
尻
仁
太

郎
さ
ん
〞（
経
済
学
部
経
済
学
科
8
期
生
）に
お
話
し
を
伺
い
ま

し
た
。
江
尻
さ
ん
は
調
停
委
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
、
平
成
26

年
春
の
褒
章
で
「
藍ら

ん

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
う」

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

の
支
部
長
も
務
め
ま
し
た
。

Q 

．
調
停
委
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

私
が
42
歳
の
時
に
、
地
元
の
方
が
調
停
委

員
の
会
長
を
務
め
て
い
て
、
そ
の
方
に
声
を

か
け
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

Q 

．
調
停
委
員
と
は
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
で

す
か
？

　

調
停
委
員
と
は
、
年
々
複
雑
化
、
多
岐
化

し
て
い
く
様
々
な
事
案
を
調
停
制
度
に
則

り
、
適
切
且
つ
迅
速
に
処
理
し
て
い
く
仕
事

で
す
。
裁
判
の
当
事
者
に
と
っ
て
は
、
一
生

に
一
回
の
事
で
す
か
ら
、
双
方
の
信
頼
と
満

足
を
得
る
た
め
に
、
日
々
勉
強
し
務
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
成
8
年
に
調

停
委
員
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
18
年
経
ち
ま
し

た
。
当
初
は
、
1
日
5
時
間
以
上
は
勉
強
し

ま
し
た
。

Q 

．
会
社
経
営
を
し
つ
つ
、
調
停
委
員
を
務

め
る
の
は
大
変
で
す
ね
。

　

普
段
は
お
店
に
い
ま
す
が
、
週
2
〜
3
回

は
調
停
委
員
と
し
て
裁
判
所
で
事
件
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　

化
粧
品
販
売
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
男
性

よ
り
か
女
性
従
業
員
の
方
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。
本
業
が
ど
ち
ら
か
わ
か
ら
な
く
な
り
ま

す
ね
。

〜
藍
綬
褒
章
受
章
〜

Q 

．
藍
綬
褒
章
受
章
は
ど
の
よ
う
に
知
っ
た

の
で
す
か
？

　

受
賞
の
2
か
月
く
ら
い
前
に
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
際
、
こ
の
事
は
発
表
が
あ
る

〜
学
生
時
代
の
思
い
出
〜

Q
．
学
生
時
代
の
一
番
の
思
い
出
は
？

　

部
活
動
で
す
か
ね
。
躰
道
部
に
所
属
し
主

将
も
務
め
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
も
活
躍
す

る
事
も
で
き
ま
し
た
し
、
ま
た
、
日
々
の
練

習
で
は
、
大
学
か
ら
鎌
北
湖
（
約
8
㎞
）
ま

で
走
ら
さ
れ
た
り
と
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な

い
（
話
せ
な
い
）
こ
と
ば
か
り
で
最
高
の
思

い
出
で
す
。
当
時
は
、
下
宿
先
に
お
風
呂
が

な
く
、
毎
日
銭
湯
に
行
く
こ
と
も
出
来
な

か
っ
た
た
め
、
大
学
で
冷
水
し
か
出
な
い

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

た
ま
に
行
く
銭
湯
は
自
分
へ
の
ご
褒
美
で

し
た
ね
。

Q
．
部
活
動
以
外
で
は
？

　

小
宮
山
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
に
、
初
め
て
法
律
の
勉
強
も
し
ま
し
た

が
、
ま
さ
か
自
分
が
調
停
委
員
に
な
る
と
は

思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

〜
調
停
委
員
と
は
〜

Q 

．
大
学
卒
業
後
は
す
ぐ
に
調
停
委
員
に
な

ら
れ
た
の
で
す
か
？

　

調
停
委
員
に
な
っ
た
の
は
平
成
8
年
の
春

で
す
。
大
学
卒
業
後
は
、
大
阪
で
4
年
間
働

き
ま
し
た
。

　

実
家
が
化
粧
品
会
社
（
エ
ガ
ワ
ヤ
化
粧
品

店
）
を
経
営
し
て
お
り
、
家
業
を
継
ぐ
た
め

に
修
行
に
出
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
い
わ
き
市
に
戻
り
、
家
業
を
継

ぎ
現
在
に
至
り
ま
す
。
ま
た
、
い
わ
き
市
に

戻
っ
て
か
ら
は
同
窓
会
福
島
県
浜
通
り
支
部

人物探訪
藍
綬
褒
章
受
章

ま
で
は
秘
密
に
す
る
よ
う
に
と
も
言
わ
れ
ま

し
た
。

Q 

．
ど
の
よ
う
に
授
与
さ
れ
る
の
で
す
か
？

　

最
高
裁
判
所
の
長
官
か
ら
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
時
は
、
50
名
ほ
ど
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
バ
ス
で
皇
居
に
向
か
い
、
天
皇
陛

下
に
拝
謁
を
得
ま
し
た
。

Q 

．
天
皇
陛
下
に
拝
謁
を
得
た
の
で
す
か
？

　

裁
判
所
関
係
、
文
部
科
学
省
関
係
、
消
防

庁
関
係
が
集
ま
り
、
皇
居
の
一
室
で
拝
謁
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
『
天
皇
陛
下
に
目
を
合
わ
せ
て
は
い
け
な

い
』『
会
話
を
成
立
さ
せ
て
は
い
け
な
い
』

な
ど
、
様
々
な
情
報
（
本
当
か
否
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
…
）
が
あ
り
震
え
る
思
い
で
し
た

が
、
無
事
に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
か
ら
、
家
宝
と
し
て

い
き
ま
す
。

〜
今
後
の
ご
活
躍
は
〜

　

還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。
新
し
い
人
生
が
始

ま
る
時
で
す
か
ら
、
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
で
す
ね
。

　

現
在
は
、
家
庭
菜
園
を
始
め
、
マ
ラ
ソ
ン

（10km

）
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
た
め
練
習

を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昔
か
ら
行
っ
て
い
る
柔
道
に
も
、

よ
り
一
層
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

藍綬褒章受章のメダルと賞状

3.11 の震災前と後

〜
江
尻
さ
ん
を
訪
ね
て（
取
材
者
よ
り
）〜

　

江
尻
さ
ん
は
、
今
で
も
学
生
時
代
の
仲

間
と
は
定
期
的
に
集
ま
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
当
時
の
厳
し
い
上
下
関
係
は
今
で
は
少

し
和
ら
ぎ
、
部
活
動
や
学
生
生
活
で
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
よ
う
で
、

と
て
も
楽
し
そ
う
に
学
生
時
代
の
思
い
出

を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
で

も
武
道
を
続
け
て
お
り
、
そ
の
精
神
は
お

子
様
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

江
尻
さ
ん
は
『
学
生
時
代
の
思
い
出
は
す

べ
て
瞼
の
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
忘
れ

よ
う
の
な
い
思
い
出
で
す
。』
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

城
西
大
学
の
同
窓
生
が
藍
綬
褒
章
を
受

章
し
た
こ
と
は
、
本
学
学
生
、
同
窓
生
、
ご

父
母
、
教
職
員
な
ど
色
々
な
関
係
者
に
誇

り
を
与
え
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

〜
被
災
地
を
訪
れ
て
〜

　

江
尻
さ
ん
よ
り
、
被
災
地
の
現
状
を
見
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
の
提
案
を
受
け
、
現
地
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

車
移
動
す
る
こ
と
約

30
分
。
目
の
当
た
り
に

し
た
風
景
は
、
テ
レ
ビ

で
見
る
の
と
は
大
き
な

差
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
津
波
の
恐
ろ
し
さ
、

当
時
の
混
乱
や
被
災
さ

れ
た
方
々
の
思
い
を
考

え
る
と
胸
に
詰
ま
り
ま

し
た
。
復
興
は
ま
だ
ま

だ
遠
く
、
同
窓
生
も
た

く
さ
ん
い
る
東
北
が
一

日
で
も
早
く
復
興
で
き

る
事
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
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目
の
前
で
、
わ

か
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
す
ぐ

質
問
で
き
た
の

で
と
て
も
便
利

で
し
た
。

　

公
認
会
計
士
を
目
指
す
う
え
で
大
変
だ
っ

た
の
は
、
と
に
か
く
勉
強
す
る
科
目
数
が
多

い
こ
と
。
先
生
曰
く
「
公
認
会
計
士
は
オ
ー

ル
ラ
ウ
ン
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
そ
う
で
す
。（
そ
ん
な
中
、
強
い
て

苦
手
科
目
を
挙
げ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
「
監

査
論
」
が
少
々
苦
手
だ
そ
う
で
す
。）

　

そ
れ
と
、
大
変
だ
っ
た
の
は
ダ
ブ
ル
ス

ク
ー
ル
時
代
の
移
動
。
朝
、
池
袋
で
資
格
の

専
門
学
校
で
授
業
を
受
け
、
終
わ
っ
た
ら
大

学
に
行
き
2
限
の
授
業
を
受
け
、
そ
の
後
ま

た
池
袋
に
戻
っ
て
専
門
学
校
で
授
業
を
受
け

る
。
大
学
と
専
門
学
校
を
往
復
3
時
間
か
け

て
行
っ
た
り
来
た
り
は

大
変
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
電
車
の
中
で
も
勉
強

で
し
た
。
電
車
の
中
は

図
書
館
並
み
に
集
中
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で

自
習
室
の
よ
う
で
し

た
。

　

ま
た
、
勉
強
を
進
め

る
中
で
こ
れ
か
ら
の
公

認
会
計
士
に
は
英
語
も

I
T
の
技
術
も
必
要
だ

と
思
い
、
先
生
か
ら
も

「
公
認
会
計
士
に
は
3

　

最
難
関
資
格
で
あ
り
、
医
師
・
司
法
試
験

と
共
に
三
大
国
家
資
格
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ

て
い
る
公
認
会
計
士
に
卒
業
生
の
金
田
脩
平

さ
ん
（
2
0
1
3
年
卒
業
）
と
向
後
勇
輝
さ

ん
（
2
0
1
0
年
卒
業
）
が
今
年
見
事
合
格

を
し
ま
し
た
。
今
回
そ
の
ひ
と
り
、
金
田
脩

平
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

公
認
会
計
士
は
大
学
2
年
の
時
に
「
原
価

計
算
」
の
授
業
の
時
に
知
り
、
高
校
時
代
商

業
高
校
で
簿
記
を
勉
強
し
て
い
た
こ
と
や
先

生
か
ら
の
薦
め
も
あ
り
、
公
認
会
計
士
の
勉

強
を
始
め
ま
し
た
。
大
学
時
代
は
17
号
館
の

4
階
に
よ
く
い
ま
し
た
。
先
生
の
研
究
室
が

人物探訪

言
語
、
人
工
言
語
（
I
T
）、
自
然
言
語
（
英

語
）、
会
計
言
語
が
必
要
だ
！
」
と
言
わ
れ

て
い
た
の
で
、
勉
強
の
中
に
英
語
と
I
T
を

組
み
込
み
、
I
T
は
3
か
月
ぐ
ら
い
バ
グ
取

り
な
ど
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
経
験
し
ま
し
た
。

そ
の
経
験
も
あ
っ
て
か
、
合
格
後
に
は
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
よ
く
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
最
近
は
ア
プ
リ
を
作
っ
て
み
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
は
一
日
勉
強
漬

け
、
土
曜
日
は
朝
に
勉
強
を
し
た
後
、
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。
土
・
日
に
や
っ

て
い
た
ア
ル
バ
イ
ト
は
自
分
の
趣
味
も
あ
い

ま
っ
て
い
い
気
分
転
換
に
な
り
ま
し
た
。
よ

く
食
べ
て
い
た
の
は
Ho
t
to
Mo
t
to
の

「
塩
か
ら
揚
げ
弁
当
」。
帰
り
が
け
に
買
っ
て

帰
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
を
読
み
な
が
ら
夕
食
に

食
べ
て
い
ま
し
た
。
勉
強
を
し
て
い
く
と
必

ず
行
き
詰
る
と
き
が
あ
り
、
そ
ん
な
時
は
適

度
に
息
抜
き
を
す
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
先
生
に
は

食
事
に
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
た
り
と
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
試
験
を
受
け

る
と
き
は
、
緊
張
は
し
た
け
ど
普
段
と
変
わ

ら
ぬ
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
論

文
試
験
で
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
凄
か
っ
た
で

す
ね
。

　

今
の
目
標
は
公
認
会
計
士
と
し
て
メ
ガ
バ

ン
ク
の
強
制
監
査
を
や
っ
て
み
た
い
。
そ
の

た
め
に
ま
ず
は
地
方
中
小
銀
行
で
証
券
等
を

経
験
し
4
〜
5
年
後
に
は
メ
ガ
バ
ン
ク
を
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
金

融
庁
へ
の
出
向
も
経
験
し
て
み
た
い
で
す

が
、
最
終
的
に
は
「
あ
ず
さ
監
査
法
人
」
の

パ
ー
ト
ナ
ー
（
役
員
）
に
な
る
こ
と
が
目
標

で
す
。
個
人
の
目
標
は
会
計
・
I
T
・
英
語

を
掛
け
合
わ
せ
た
国
際
的
な
公
認
会
計
士
に

な
り
た
い
で
す
ね
。

　
〝
努
力
す
れ
ば
夢
は
か
な
う
〞
今
回
公
認

会
計
士
に
合
格
し
た
こ
と
で
人
生
が
1
8
0

度
変
わ
り
ま
し
た
。
城
西
大
学
で
公
認
会
計

士
を
志
す
学
生
に
も
努
力
し
夢
を
か
な
え
て

欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

家
族
・
先
生
・
友

人
、
い
ろ
い
ろ
な
人

た
ち
に
支
え
ら
れ
、

公
認
会
計
士
試
験
に

合
格
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
家
族
は
も
と
よ

り
全
て
の
人
へ
恩
返

し
の
意
味
も
込
め
て

公
認
会
計
士
と
し
て

し
っ
か
り
と
や
っ
て

い
き
た
い
。

見事公認会計士合格！

愛用の三種の神器！

ノートの山 でもこれはまだ一部 !!

金
田　

脩
平
さ
ん

向
後　

勇
輝
さ
ん

公
認
会
計
士
が
誕
生
!!
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「
け
や
き
」
の
発
行
が
1
年
に
1
回
と

な
り
、
記
事
の
内
容
に
時
間
の
ず
れ
が

生
じ
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
容
赦
下
さ
い
。 

編
集
委
員
会

62
歳
定
年
退
職
後
、
４
年
目
の
再
雇
用

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
大
学
の
箱

根
駅
伝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

Ｅ
68　

大
沼　

栄
一

退
職
し
て
早
く
も
一
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」

と
は
、
よ
く
い
っ
た
も
の
で
す
。

 

Ｅ
69　

国
奥　

貞
利

卒
業
し
て
40
年
余
り
…
、
地
元
の
自
治

会
長
を
し
て
い
ま
す
。
日
高
市
の
運

動
公
園
で
城
西
の
駅
伝
メ
ン
バ
ー
と
会
う
こ

と
が
出
来
て
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
応
援
し

て
い
ま
す
。 

Ｅ
69　

飯
野　

誠

短
大
、
専
門
学
校
数
校
で
非
常
勤
講
師

を
行
っ
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
の
埼
玉

福
祉
専
門
学
校
で
も
、
教
育
心
理
学
等
を
教

え
て
い
ま
す
。 

Ｅ
76　

山
本　

忠
篤

57
歳
の
手
習
い
で
普
通
二
種
に
挑
戦
し

ま
す
。
生
涯
現
役
で
す
。

 

Ｅ
76　

太
田　

仁

同
窓
会
報
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
日
本
酒
の
話
題
、
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。
機
会
を
つ
く
り
、
購
入
し
に
行

き
た
い
で
す
。 

Ｅ
76　

金
子　

陽
一

ま
だ
ま
だ
家
族
避
難
中
で
私
も
単
身
赴

任
で
す
が
、
何
と
か
や
っ
て
い
ま
す
。

創
立
50
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

Ｅ
79　

山
田　

浩
貴

同
級
生
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
？

城
西
大
学
を
卒
業
し
て
、
来
年
30
年

に
な
り
ま
す
。
同
級
会
の
よ
う
な
も
の
を
開

い
て
、
み
ん
な
で
会
い
た
い
で
す
ね
。

 

Ｅ
81　

田
代　

誠

平
成
25
年
度
宅
地
建
物
主
任
者
試
験
に

合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
宅

地
や
建
物
等
に
関
す
る
法
律
知
識
を
消
防
行

政
に
い
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。
併
せ
て
体
育
会
ク
ラ
ブ
全
學
應
援
團

の
活
躍
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

 

Ｅ
84　

髙
山　

剛

高
麗
祭
名
物
「
同
窓
会
支
部
物
産
展
」、

今
年
も
行
き
ま
す
。

 

Ｅ
85　

中
沢　

秀
文

み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
？
足
利
市

立
山
辺
中
学
校
勤
務
9
年
目
に
突
入

し
ま
し
た
。
現
在
、
テ
ニ
ス
部
の
顧
問
を
し

て
お
り
、
２
年
連
続
で
関
東
大
会
に
出
場
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
頑
張
り
ま
す
。

 

Ｅ
86　

小
林　

聡

箱
根
＆
女
子
駅
伝　

ガ
ン
バ
レ
!!

 

Ｅ
87　

清
水　

義
夫

平
成
25
年
の
夏
に
結
婚
し
、
妻
と
二
人

で
の
新
し
い
人
生
を
歩
み
始
め
ま
し

た
。
妻
と
一
緒
に
高
麗
祭
に
2
回
程
出
か
け

た
事
が
あ
り
ま
す
。
同
期
の
O
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

方
々
も
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

 
 

Ｅ
92　

高
野　

純
一

会
報
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
報
を
見
る
と
、
郷
愁
が
込
み
上
げ

て
き
ま
す
。
若
か
っ
た
あ
の
頃
、
ふ
と
思
い

出
す
ひ
と
と
き
を
与
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

Ｅ
92　

久
我　

努

第
1
子
誕
生　

パ
パ
に
な
り
ま
し
た
。

 

Ｅ
04　

中
里　

綾
介

都
内
の
大
学
と
違
い
、
ま
わ
り
は
桑
畑

と
山
林
だ
っ
た
学
舎
。
で
も
そ
ん
な

風
景
が
好
き
で
し
た
。
そ
う
い
え
ば
す
ぐ

近
く
に
大
き
な
オ
ム
ラ
イ
ス
と
ボ
リ
ュ
ー
ム

た
っ
ぷ
り
の
野
菜
炒
め
を
作
っ
て
く
れ
た
レ

ス
ト
ラ
ン
、
ま
だ
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

 

Ｂ
74　

山
口　

尚
人

● 

編
集
か
ら　

ど
の
お
店
で
し
ょ
う
ね
、
40

年
前
の
こ
と
で
情
報
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
学
食
の
「
丸
正
食
堂
」
は
今
春
に

す
っ
か
り
変
わ
り
ま
す
。
卒
業
生
に
は
寂

し
い
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
の
卒
業
生
は
そ

こ
が
城
西
の
思
い
出
に
な
る
の
で
し
ょ

う
。

早
い
も
の
で
「
卒
業
し
て
か
ら
35
年
」

た
ち
ま
す
。
今
で
も
、
当
時
の
仲
間

と
泊
を
伴
い
近
況
を
伝
え
合
い
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
年
に
一
度
計
画
し
て
い
ま
す
。
城

西
大
学
も
「
創
立
50
周
年
」
を
迎
え
ま
す
。

在
学
生
、
そ
し
て
卒
業
生
の
皆
様
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

Ｂ
76　

根
本　

正
夫

人
物
探
訪
拝
読
し
ま
し
た
。
小
原
沢
氏

の
90
年
秋
の
力
投
は
立
派
で
し
た
。

で
も
、
あ
と
一
つ
勝
て
ば
優
勝
の
試
合
以
降
、

右
肩
痛
で
登
板
出
来
な
い
と
知
っ
た
時
は
、

胸
が
張
り
裂
け
そ
う
に
な
っ
た
事
。
後
に
速

球
が
蘇
り
、
安
堵
し
た
遠
い
日
が
近
く
な
り

ま
し
た
。
両
監
督
が
状
況
厳
し
く
て
も
諦
め

ず
に
頑
張
り
続
け
ら
れ
、
成
果
に
代
え
て
頂

く
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

 

Ｂ
81　

西
村　

祥
一

地
元
横
浜
の
ゼ
ネ
コ
ン
に
転
職
し
ま
し

た
。
11
月
に
箱
根
駅
伝
の
コ
ー
ス
を

走
る
湘
南
国
際
マ
ラ
ソ
ン
で
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

を
完
走
し
ま
し
た
。
12
月
に
は
日
本
フ
ィ
ル

合
唱
団
で
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
第
九
を
サ
ン
ト

リ
ー
ホ
ー
ル
な
ど
で
歌
い
ま
し
た
。
人
生
ま

だ
ま
だ
挑
戦
の
48
歳
で
す
。

 

Ｂ
86　

後
藤　

哲
也

OB
通信
おたより
お待ちして
います

OB
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福
祉
系
の
大
学
院
を
卒
業
し
て
、
高
齢

者
福
祉
の
現
場
で
働
い
て
い
ま
す
。

関
東
は
こ
れ
か
ら
急
速
に
高
齢
化
が
進
ん
で

い
き
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
政
策
的
に
対
応
し

て
行
く
の
か
大
学
の
力
を
借
り
る
時
だ
と
思

い
ま
す
。
政
治
学
で
学
ん
だ
森
田
先
生
の
言

葉
が
い
つ
も
思
い
出
さ
れ
る
こ
の
頃
で
す
。

 
Ｂ
93　

平
八
重　

智
之

お
か
げ
さ
ま
で
無
事
退
職
し
、
年
金
生

活
で
楽
し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

 

Ｍ
67　

柳
瀬　

久

大
学
創
立
50
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。「
け
や
き
」
で
卒
業
生
の
ご
活

躍
を
知
り
、
う
れ
し
く
思

て
い
ま
す
。
今

後
、
ま
す
ま
す
の
大
学
の
ご
発
展
を
願

て

い
ま
す
。 

Ｍ
70　

宮
原　

滋

今
年
も「
高
麗
祭
物
産
展
」協
力
し
ま
す
。

 

Ｍ
75　

藤
井　

康
雄

男
女
駅
伝
部
・
野
球
部
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
理
学
部
数
学
科
の
東

京
紀
尾
井
町
キ

ン
パ
ス
の
募
集
は
、
数
学

科
Ｏ
Ｂ
と
し
て
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と

思

て
お
り
ま
す
。
数
学
科
の
発
展
を
期
待

し
て
い
ま
す
。 

Ｍ
81　

内
田　

雅
康

創
立
50
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
母
校

が
益
々
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。 

Ｍ
91　

塚
本　

登

い
つ
も
連
絡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
報
「
け
や
き
」
が
届
く
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。 

Ｃ
68 　

西
川　

勇

早
期
退
職
し
て
始
め
た
独
立
型
社
会
福

祉
士
事
務
所
も
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。

後
見
業
務
と
計
画
相
談
が
中
心
で
す
が
、
時

代
の
ニ

ズ
に
応
え
ら
れ
る
仕
事
に
感
謝
で

す
。 

Ｃ
72　

西
中　

裕
一

大
学
を
卒
業
し
て
33
年
。
疲
れ
が
な
か

な
か
ぬ
け
な
い
年
齢
に
な

て
き
た
。

だ
け
ど
、
心
は
い
つ
も
「T
R
Y
 IT
 O
N
!

」

可
能
性
に
ぶ
ち
あ
た
れ
、
だ
。

 

Ｃ
77　

幸
田　

尚
志

教
職
（
採
用
）
20
年
目
に
し
て
、
初
め

て
卒
業
生
を
母
校
（
理
学
部
化
学
科
）

へ
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 
 
Ｃ
84　

熊
谷　

早
智
子

元
気
に
働
い
て
い
ま
す
。

 

Ｃ
92　

日
向
野　

勝

母
校
駅
伝
部
の
活
躍
を
１
月
2
日
に
絶

対
見
た
い
で
す
!!

 

Ｙ
81　

西
田　

愛
子

お
か
げ
さ
ま
で
、
管
理
薬
剤
師
と
し
て

何
と
か
や

て
い
ま
す
。

 

Ｙ
00　

池
田　

真
弓

い
つ
も
「
け
や
き
」
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
益
々
の
城
西
大
学
の
発
展

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

Ｋ
84　
　

中
島　

祐
美

毎
年
、
駅
伝
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

 

Ｊ
88　

稲
葉　

み
ど
り

20
年
勤
め
た
会
社
を
辞
め
ニ

ジ

ラ
ン
ド
に
留
学
し
、
現
在
、
念
願
叶

て
浅
草
近
く
の
ホ
テ
ル
で
働
い
て
い
ま
す
！

 

Ｊ
91　

山
影　

さ
お
り

学
生
時
代
の
同
級
生
と
話
が
で
き
る
機

会
が
あ
る
と
い
い
で
す
。
短
大
の
先

生
方
も
元
気
で
い
ま
す
か
？ 

私
も
元
気
で

す
。

 

Ｊ
00　

森
下　

麻
巳
子

私
の
両
親
と
二
世
帯
で
暮
ら
し
始
め
て

も
う
す
ぐ
２
年
に
な
り
ま
す
。
大
変

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
楽
し
く
や

て
い

ま
す
。
箱
根
駅
伝
も
家
族
で
応
援
し
て
い
ま

す
。 

Ｈ
89　

山
脇　

智
美

二
人
の
娘
た
ち
も
社
会
人
と
な
り
、
東

京
で
そ
れ
な
り
に
自
立
し
た
生
活
を

し
て
い
る
様
子
。
い
よ
い
よ
老
後
が
目
前
と

な

て
参
り
ま
し
た
。 

Ｎ
83　

石
澤　

弘
子

● 

編
集
か
ら　

い
く
ら
な
ん
で
も
宣
言
早
す

ぎ
で
す
！
認
め
ま
せ
ん
！

娘
の
大
学
進
学
先
と
主
人
の
勤
務
が
関

西
圏
と
な
り
、
昨
年
３
月
か
ら
奈
良

で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。
離
れ
て
い
る
分
、

城
西
の
景
色
や
様
子
を
な
つ
か
し
く
拝
見
し

て
い
ま
す
。 

Ｎ
86　

山
岸
（
木
村
）　

香
織

水
田
清
子
記
念
ロ

ズ
ガ

デ
ン
開
園
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
卒
業
以

来
、
機
会
が
な
く
母
校
に
足
を
運
べ
て
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
是
非
今
後
一
度
訪
れ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

Ａ
87　

西
山　

淳
子

　同窓会のホームページは以下でご覧になれます。

http://www.josai.ac.jp/　をクリック
⇒下部にある「城西大学同窓会】をクリック

同窓会ホームページには認証コードが必要な
ページがあります。卒業生子女対象入試の募集
要項閲覧もこの認証コードを使用してください。

同
窓
会
ホ

ム
ペ

ジ
に
つ
い
て

皆
様
の
身
近
な
情
報
・
お
便
り
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
HP
ト

プ
画
面
↓
「
投
稿
コ

ナ

」
↓
「
ユ

ザ

名
・
パ
ス
ワ

ド
を
入
力
・
ロ
グ
イ
ン
」

↓
「
投
稿
画
面
へ
」
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本
場
・
台
湾
で
学
ん
だ
こ
と

経
済
学
部
経
済
学
科　

森　

瑞
葵
さ
ん

 ＪＥＡＰ
留学生

　
「
留
学
」
と
い
う
も
の
は
誰
で
も
憧
れ
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ
の
一
人
で
し

た
。
留
学
と
い
う
も
の
は
、
行
き
た
く
て
も

自
分
の
意
思
の
度
合
い
や
機
会
、
お
金
な
ど

色
々
な
条
件
が
あ
り
ま
す
。
私
は
城
西
大
学

の
J
E
A
P
の
お
か
げ
で
そ
の
条
件
が
そ
ろ

い
、
交
換
留
学
で
台
湾
の
淡
江
大
學
へ
行
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
の
専
攻
は
経
済
で
す
。
中
国
が
経
済
成

長
と
な
り
、
ま
す
ま
す
発
展
し
て
行
く
だ
ろ

う
と
思
い
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
1
年
生
か

ら
中
国
語
を
始
め
ま
し
た
。
わ
た
し
は
中
国

語
で
留
学
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
最
初
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

で
す
が
、
中
国
語
を
勉

強
し
て
行
く
う
ち
に
興
味
を
引
か
れ
る
よ
う

に
な
り
、
本
場
で
自
分
の
力
を
試
し
て
み
た

い
と
思
い
、
留
学
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

芽
生
え
ま
し
た
。

　

留
学
生
活
で
は
台
湾
人
と
様
々
な
国
か

ら
来
た
お
友
達
と
一
緒
に
寮
で
過
ご
し
ま
し

た
。
最
初
は
早
い
会
話
に
慣
れ
ず
苦
し
ん
だ

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
耳
が
少
し

ず
つ
で
す
が
慣
れ
て
き
て
だ
ん
だ
ん
と
聞
き

取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
台
湾
人
と
お

話
し
て
い
て
文
法
や
声
調
の
違

い
が
あ
っ
た
ら
、
紙
に
書
い
て

教
え
て
く
れ
た
り
、
ち
ゃ
ん
と

し
た
声
調
に
な
る
ま
で
親
身
に

な
っ
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
と
て
も
優
し
く
て
、
帰

国
す
る
時
は
日
本
へ
帰
り
た
く

な
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
ま
た
、
大
学
や
寮

で
は
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
い
ろ
ん
な
こ

と
に
参
加
し
、
異
文
化
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

改
め
て
あ
の
と
き
、
留
学
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
を
あ
き
ら

め
な
く
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い

ま
し
た
。

Welcome prtyにてルームメイトと！（本人：右端）

〔同窓生設立の会社です〕

〔同窓生経営の会社です〕
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北
海
道
道
南
支
部

　

平
成
26
年
6
月
8
日（
日
）室
蘭
市
の
港
の

近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン「
ノ
ン
シ
ェ
ラ
ン
」に
て
支

部
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
堀
合

先
生
の
同
席
を
い
た

だ
き
、
平
成
25
年
度

の
決
算
報
告
を
全
会

一
致
で
ご
承
認
し
、

そ
の
後
、
26
年
度
の

事
業
計
画
を
ご
協
議

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
千
歳
方

面
で
総
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
支
部
長　
船
橋　
紀
美
男
）

北
海
道
道
央
支
部

　
平
成
26
年
5
月
24
日（
土
）さ
っ
ぽ
ろ
っ
こ
に

て
15
名
の
参
加
で
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
総
会
は
平
成
25
年
度
事
業
報
告
、
決
算

報
告
、監
査
報
告
、平
成
26
年
度
事
業
計
画
案
、

予
算
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
も
大
学
か
ら
森
本
学
長
、
同
窓
会
本
部
よ

り
榎
本
氏
・
山
﨑
氏
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
又

以
前
北
海
道
薬
科
大
学
に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し

た
関
薬
学
部
教
授
も
来
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
学
長
か
ら
水
田
理
事
長
が
と
て
も

名
誉
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の『
チ
カ
ダ
賞
』を
受

賞
さ
れ
た
こ
と
、
紀
尾

井
町
1
〜
4
号
キ
ャ
ン

パ
ス
、
短
期
大
学
創
立

30
周
年
、
薬
学
部
創
立

40
周
年
記
念
祝
賀
会
、

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
、
杉

林
教
授
が
学
会
賞
受
賞
と
副
学
長
に
な
ら
れ
た

な
ど
昨
年
の
主
な
行
事
内
容
を
楽
し
く
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
、
大
学
創
立
50
周

年
祝
賀
会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
学
長
の
意
気
込

み
も
強
く
感
じ
取
れ
ま
し
た
。

 

（
記　
坂
東　
幸
英
）

青
森
県
津
軽
支
部

　

平
成
26
年
6
月
15
日（
日
）津
軽
支
部
総
会

が
弘
前
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル『
さ
く
ら
亭
』に
て
、

5
時
か
ら
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
本
部

か
ら
昨
年
同
様
、
櫻

沢
会
員
担
当
委
員

長
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
総
勢
8
名
で

の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
宮

崎
支
部
長
の
挨
拶
か

ら
始
ま
り
、
事
務
局
よ
り
平
成
25
年
度
の
事
業

報
告
、
決
算
及
び
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
つ
づ

い
て
26
年
度
の
事
業
案
と
予
算
案
が
説
明
さ
れ

満
場
一
致
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

櫻
沢
氏
か
ら
、
大
学
の
近
況
と
と
も
に
、
鈴

木
会
長
に
よ
る
同
窓
会
の
各
県
支
部
に
お
け
る

強
化
案
と
し
て
地
方
支
部
統
合
案
が
説
明
さ

れ
、
そ
れ
に
向
け
て
議
論
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
高
麗
祭
で
は
、
収
穫

時
期
と
し
て
は
少
し
早
い
ふ
じ
の『
津
軽
り
ん

ご
』と
紙
パ
ッ
ク
の『
ス
ト
レ
ー
ト
ジ
ュ
ー
ス
』を

販
売
し
、
お
陰
様
で
完
売
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。 

（
事
務
局　
小
山　
浩
一
）

岩
手
県
支
部

　

平
成
26
年
10
月
25
日
に
第
14
回
岩
手
県
支

部
総
会
を
盛
岡
市
に
て
開
催
し
、
本
部
か
ら
同

窓
会
会
長
の
鈴
木
文
雄
氏
、
会
員
担
当 

中
林

正
則
氏
、
に
御
出

席
し
て
い
た
だ
き
、

総
勢
18
名
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
高
麗
祭

で
の
出
店
報
告
、

ま
た
駅
伝
に
つ
い

て
な
ど
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

来
年
も
、
秋
頃 

盛
岡
市
に
て
総
会
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
ま
だ

参
加
さ
れ
て
い
な
い
方 

大
歓
迎
で
す
の
で
、
多

く
の
同
窓
生
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 
（
支
部
長　
高
梨　
幸
治
）

秋
田
県
支
部

　
平
成
26
年
11
月
15
日
、
協
働
大
町
ビ
ル
6
F

に
て
第
28
回
秋
田
県

支
部
総
会（
悠
々
会
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

本
部
よ
り
櫻
沢
会
員

担
当
委
員
長
に
ご
出

席
頂
き
ま
し
た
。

　

小
原
支
部
長
か
ら

は
、「〝
大
学
あ
っ
て

の
同
窓
会
〞と
し
て
大

学
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。」と
し
、
大
学
創
立

50
周
年
記
念
時
に
は
、
秋
田
県
支
部
か
ら
多
く

の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
助
成
の
準
備
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
秋
田
県
支
部
か
ら
大
学
へ
寄
付

を
し
た
い
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
平
成
25
年
度
の
事
業
報
告
と
会

計
報
告
、
平
成
26
年
度
現
在
ま
で
の
事
業
計
画

と
会
計
予
算
の
報
告
が
行
わ
れ
、
今
年
26
年
度

事
業
計
画
お
よ
び
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
平
成
27
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、
男

鹿
駅
伝
の
応
援
、
夏
の
懇
談
会
、
女
子
駅
伝
の

応
援
、
高
麗
祭
物
産
展
参
加
、
支
部
総
会
等
の

活
動
を
行
う
事
と
し
、
お
よ
び
各
事
業
に
お
け

る
予
算
と
日
時
を
決
定
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
平

成
26
年
度
ま
で
の
報
告
が
承
認
さ
れ
、
今
年
26

年
度
に
大
学
創
立
50
周
年
の
寄
付
金
を
支
出

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

27
年
度
予
定
と
し
て
大
学
創
立
50
周
記
念
参

加
の
助
成
金
支
出
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
年
度
事
業
の
夏
の
懇
談
会
は
、
平
成
27
年

7
月
11
日（
土
）、
支
部
総
会
は
平
成
27
年
11

月
21
日（
土
）に
開
催
す
る
事
と
し
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
原
案
が
示
さ
れ
平

支
部
総
会
報
告
（
概
要
掲
載
）
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成
27
年
度
か
ら
の
役
員
が
原
案
ど
お
り
に
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

（
幹
事
長　
保
坂　
広
之
）

山
形
県
支
部

　

平
成
26
年
9
月
13
日（
土
）に
山
形
市
と
酒

田
市
の
中
間
地
点
で
あ
る
新
庄
市
の
ニ
ュ
ー
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
山
形
県
支
部
総
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
総

会
は
、
同
窓
会
本

部
か
ら
鈴
木
会

長
、
櫻
沢
会
員
担

当
委
員
長
、
城
西

国
際
大
学
の
父
母

後
援
会
の
方
を
お

迎
え
し
議
事
進
行
。

2
0
1
5
年
の
創

立
50
周
年
が
話
題

の
中
心
の
よ
う
で
し
た
。
今
回
、
山
形
県
支
部

と
し
て
50
周
年
に
当
た
り
寄
付
を
行
う
こ
と
を

決
議
し
、
式
典
に
は
皆
で
参
加
し
た
い
も
の
だ

と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
窓
会
長
と

し
て
6
期
12
年
の
長
き
に
渡
り
同
窓
会
の
発
展

の
為
に
尽
力
し
て
頂
い
た
前
佐
藤
鉄
也
会
長
へ

の
サ
プ
ラ
イ
ズ
等
も
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
時

間
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

 

（
支
部
長　
髙
橋　
薫
）

福
島
県
浜
通
り
支
部

　

年
次
総
会
は
本
部
か
ら
役
員
の
山
田
氏
の
参

加
が
あ
り
、
支
部
役
員
を
中
心
と
し
た
顔
ぶ
れ

が
出
席
し
た
。

　

本
部
か
ら
マ
ラ
ソ
ン
、
野
球
等
の
応
援
や
各

種
活
動
の
報
告
、
支
部
長
会
議
開
催
等
連
絡

説
明
を
い
た
だ
く
。

　

事
業
報
告
・
決

算
、
事
業
計
画
・
予

算
等
の
総
会
議
事
は

承
認
さ
れ
、
更
に
高

麗
祭
へ
は
福
島
の
復

興
を
P
R
す
る
た
め
、

寿
司
屋
で
も
や
ろ
う

か
!　
と
活
発
な
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

大
学
を
基
し
た
地
域
の
つ
な
が
り
が
確
認
さ

れ
、
和
気
藹
々
と
懇
親
の
場
も
盛
り
上
が
っ
た
。

 

（
支
部
長　
鈴
木　
泰
弘
）

群
馬
県
支
部

　
平
成
26
年
11
月
16
日（
日
）渋
川
市（
レ
ス
ト

ラ
ン
風
来
堂
）に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
支
部

総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。　

総
会
で
は
、
事

業
報
告
・
会
計
報

告
等
を
報
告
し
、

承
認
を
頂
き
ま
し

た
。

　

同
窓
会
本
部
よ

り
、
鈴
木
会
長
、

山
﨑
会
員
担
当
副

委
員
長
に
出
席
を

頂
き
、
現
在
の
大

学
の
状
況
他
、
来
年
度
、
五
十
周
年
式
典
・
箱

根
駅
伝
等
の
説
明
を
頂
き
、
何
事
も
会
員
一
同

の
熱
い
気
持
ち
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
、
誓
い
合
い
ま
し
た
。

 

（
支
部
長　
阿
久
澤　
初
雄
）

埼
玉
県
中
央
支
部

　
平
成
26
年
6
月
14
日（
土
）「
北
坂
戸
に
ぎ
わ

い
サ
ロ
ン
城
西
大
学
」に
お
い
て
中
央
支
部
総

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
東
武

東
上
線
の
北
坂
戸

駅
東
口
の
目
の
前

に
5
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
ば
か
り
で
、

ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク

ル
等
の
活
動
、
展

示
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
及
び
同
窓
会
の

会
場
等
に
広
く
利

用
出
来
る
そ
う
で

す
の
で
、
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
平

成
26
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
を
満
場
一
致
で

承
認
致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
人
の
近
況
報

告
等
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

 

（
支
部
長　
宮
﨑　
英
治
）

埼
玉
県
さ
き
た
ま
支
部

　
平
成
25
年
度
支
部
総
会
を
、
4
月
26
日（
土
）

行
田
市
商
工
セ
ン
タ
ー
に
て
行
っ
た
。
4
月
初

め
の
総
会
は
、
次
回

よ
り
6
月
の
第
3
日

曜
日
に
開
催
す
る
事

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

総
会
は
25
年
度
支

部
事
業
報
告
及
び
決

算
報
告
を
行
い
、
26

年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
会
員
の
近
況
報
告
や
後
輩
達
の

活
動
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
後
支
部
で

は
、
在
校
生
及
び
城
西
大
学
入
学
志
望
者
に
協

力
し
、
良
き
O
・
B
会
を
繁
栄
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

（
支
部
長　
中
居　
英
二
）

埼
玉
県
東
上
支
部

　

埼
玉
県
東
上
支
部
の
26
年
度
総
会
は
、
11

月
29
日
に
川
越『
福
登
美
』に
て
、
城
西
大
学

同
窓
会
鈴
木
会
長
、
櫻
沢
会
員
担
当
委
員
長
、

会
員
担
当
の
市
野
様

の
ご
参
加
を
頂
き
、

総
勢
12
名
で
開
催
で

き
ま
し
た
。
本
総
会

に
お
い
て
、
今
期
の

決
算
報
告
、
活
動
報

告
、
来
期
事
業
計
画

（
案
）、
予
算（
案
）及

び
来
期
の
支
部
長
に

大
塚
勇
様
が
選
出
さ

れ
、
満
場
一
致
で
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
本
年
度
、
支
部
会
員
の
友
好
を
深
め
る
た
め

の『
日
帰
り
バ
ス
旅
行（
清
里
、
8
月
）』を
計

画
し
た
と
こ
ろ
、
今
年
も
近
隣
支
部
か
ら
多
数

の
参
加
を
頂
き
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
今
後
も
東
上
支
部
で
は
、
男
女
駅
伝
応
援
や

高
麗
祭
参
加
の
活
動
と
親
睦
事
業
を
通
じ
て
、

近
隣
支
部
へ
の
事
業
参
加
な
ど
友
好
を
深
め
る

た
め
に
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
田
中　
功
）
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埼
玉
県
東
部
支
部

　
平
成
26
年
5
月
25
日（
日
） 

城
西
大
学
清
光

会
館
会
議
室
に
お
い
て
鈴
木
同
窓
会
会
長
,
櫻

沢
会
員
担
当
委
員
長
に
ご
出
席
賜
わ
り
出
席

者
10
名
で
東
部
支

部
総
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
会
長
よ
り

ご
挨
拶「
会
則
規
定

の
一
部
変
更
」健
全

な
財
務
体
質
を
今

後
と
も
維
持
す
る

為
、
同
窓
会「
会
費

制
度
」導
入
説
明
と

実
施
運
営
・
寄
付

要
請
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

稲
垣
支
部
長
よ
り
前
年
度
事
業
・
平
成
25

年
度
決
算
報
告
、
平
成
26
年
度
活
動
計
画
・

予
算
説
明
等
が
あ
り
事
業
計
画
共
々
ご
承
認
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

櫻
沢
会
員
担
当
委
員
長
か
ら
常
日
頃
東
部

支
部
の
積
極
的
参
加
に
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
併
せ
て「
ブ
ロ
ッ
ク
制
度
」廃
止
↓

全
国
支
部
長
会
の
開
催
提
案
。
会
員
に
判
り
易

く
迅
速
な
対
応
を
目
指
す
と
前
向
き
な
考
え

と
ご
提
案
を
戴
き
ま
し
た
。

　

活
動
計
画
に
つ
い
て
会
員
の
皆
様
か
ら
意

見
・
要
望
を
戴
き「
学
生
ス
ポ
ー
ツ
応
援
体
制

改
善
」「
高
麗
祭
物
産
展
/
内
容
一
新
」応
援
用

品「
支
部
横
断
幕
」新
規
作
成
な
ど
が
討
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

東
部
支
部
は
同
窓
会
活
動
を
通
じ
て
皆
様

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
場
を
設
け
る

所
存
で
す
。 

（
支
部
長　
稲
垣　
潤
）

埼
玉
県
県
央
支
部

　

平
成
26
年
度
埼
玉
県
県
央
支
部
の
支
部
総

会
を
、平
成
26
年
5
月
3
日（
土
）上
尾
市
の「
日

本
海
庄
や
」に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
総
会
に

は
、
本
部
よ
り
会
員

担
当
委
員
長
の
櫻
沢

様
と
委
員
の
市
野
様

に
ご
出
席
頂
き
、
城

西
大
学
の
歴
史
や
同

窓
会
と
し
て
の
あ
る

べ
き
活
動
方
針
等
、

非
常
に
中
身
の
濃
い

お
話
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
是
非
、

多
く
の
県
央
支
部
会
員
を
集
め
て
、
バ
ス
旅
行

な
ど
の
記
念
事
業
を
開
催
し
て
同
窓
生
の
親
睦

を
深
め
て
み
て
は
と
ご
提
案
を
頂
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
駅
伝
の
応

援
、
高
麗
祭
等
、
支
部
員
一
丸
と
な
っ
て
活
動

し
て
参
り
ま
す
。
県
央
支
部
同
窓
生
の
皆
様
、

次
回
は
、
是
非
、
支
部
総
会
に
ご
参
加
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
支
部
長　
林　
尚
樹
）

東
京
支
部

　

平
成
26
年
6
月
1
日（
日
）午
後
1
時
よ
り

城
西
大
学
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
1
号
棟
に
お

い
て
第
21
回
定
期
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
鈴
木
同
窓
会
会
長
様
、
櫻
沢
会
員

担
当
委
員
長
様
に
ご
臨
席
賜
り
、
今
年
も
23

名
の
大
勢
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
25
年

度
事
業
報
告
・

会
計
報
告
・
監

査
報
告
、
26
年

度
事
業
計
画
・

予
算
案
が
満
場

一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
更

に
東
京
支
部
規

約
説
明
と
改
正

案
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
支
部
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
立

ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。
是
非
ア
ク
セ
ス
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

http://tokyojosai.w
eb.fc2.com

ま
た
は

「
城
西
大
学
同
窓
会
東
京
支
部
」で
検
索

 

（
支
部
長　
内
田　
俊
夫
）

千
葉
県
支
部

　

平
成
26
年
9
月
21
日「
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ

ル
千
葉
」
に
て
支

部
総
会
を
開
催
致

し
ま
し
た
。　

当

日
は
森
本
学
長
、

本
部
か
ら
鈴
木
会

長
、
水
越
副
会
長
、

櫻
沢
会
員
担
当
委

員
長
、
榎
本
総
務

担
当
委
員
長
、
ま

た
近
隣
支
部
か
ら

小
沼
前
埼
玉
ブ

ロ
ッ
ク
長
、
小
山

田
埼
玉
県
東
部
支
部
会
計
、
内
田
東
京
支
部

長
、
吉
澤
東
京
幹
事
長
を
お
招
き
し
総
勢
50

名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
に
お
い
て
は
、
新
支
部
長
に﹇
経
済
﹈13

期
の
坂
本
惠
則
君
を
選
出
し
、
新
役
員
が
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
動
は
、

高
麗
祭
の
物
産
展
の
参
加
、
箱
根
駅
伝
の
応
援

等
を
計
画
で
あ
る
旨
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
の
懇
親
会
で
は
、
旧
交
を
温
め
合
い
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
9
月
13
日（
日
）を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
さ
ら
に
多
く
の
方
の
参
加
を
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。

 

（
会
計
担
当　
湯
浅　
晴
基
）

神
奈
川
県
支
部

　

平
成
26
年
11
月
15
日（
土
）に
平
成
26
年
度

神
奈
川
県
支
部
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
支
部
総
会
に
は
、
会
員
担
当
委
員
の
堀
合
先

生
を
来
賓
と
し
て
、

ま
た
、
山
梨
県
支

部
の
清
水
副
支
部

長
、
東
京
支
部
吉

澤
様
に
ご
出
席
を

頂
き
ま
し
た
。

　

本
年
は
神
奈
川

県
支
部
か
ら
新
た

な
会
員
を
含
め
て

総
勢
12
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
事
は
平
成
25
年
度
活
動
・
行
事
報
告
及

び
決
算
報
告
、
平
成
26
年
度
活
動
・
行
事
報

告
及
び
予
算
状
況
の
報
告
に
つ
い
て
議
決
承
認

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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第
91
回
箱
根
駅
伝
の
応
援
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
、
昨
年
同
様
広
島
県
支
部
と
合
同
で
応
援

し
て
い
く
こ
と
と
、
父
母
後
援
会
神
奈
川
県
支

部
と
の
合
同
応
援
体
制
の
予
定
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

首
都
大
学
野
球
に
つ
い
て
も
、
硬
式
野
球
部

石
橋
O
B
会
長
と
連
携
を
図
っ
て
積
極
的
に
応

援
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

 

（
支
部
長　
波
多
江　
淳
一
）

山
梨
県
支
部

　
平
成
26
年
10
月
5
日
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
農

園
に
て
本
部
よ
り
鈴
木
会
長
、
堀
合
先
生
、
埼

玉
県
東
上
支
部
よ
り
支
部
長
夫
妻
に
参
加
い
た

だ
き
、
計
11
名
で
支
部
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
事

業
報
告
、
会
計
報
告
を
済

ま
せ
た
後
、
懇
親
会
と
な

り
ま
し
た
。
6
月
に
ワ
イ

ナ
リ
ー
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
支
部
長　
島
津　
豊
重
）

静
岡
県
支
部

　

平
成
26
年
度
静
岡
県
支
部
の
総
会
を
5
月

24
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
堀
合
先
生
を
交
え
て
、
昨
年
度
の
反
省
を
ふ

ま
え
て
、
今
年
度
へ
の
課
題
や
行
事
へ
の
参
加

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
総
会
は
毎
年
5
月
の
第
4
土
曜
日
と
し
て
い

ま
す
。（
基
本
的
に
）

　

是
非
、
静
岡
県
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
総
会

を
は
じ
め
、
支
部
独

自
の
事
業
も
企
画
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご

参
加
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
高
麗

祭
、
箱
根
駅
伝
の
応

援
と
、
頑
張
っ
て
参

加
す
る
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。 

 

（
支
部
長　
中
沢　
公
彦
）

新
潟
県
支
部

　

26
年
6
月
21
日（
土
） 

第
22
回 

新
潟
県
支
部

総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
同
窓
会
本
部
よ
り
、
鈴
木
会
長
・
山
田
相
談

役
に
参
加
し
て
頂
き
、

同
窓
生
6
人
を
含
む

合
計
8
人
で
の
総
会

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

場
所
は
同
窓
生
が
経

営
す
る
新
潟
駅
前
新

潟
第
一
ホ
テ
ル
に
て

行
い
ま
し
た
。

　

鈴
木
会
長
よ
り
、

大
学
の
近
況
及
び
50
周
年
行
事
に
つ
い
て
お
話

が
あ
り
、
続
い
て
、
山
田
相
談
役
よ
り
新
潟
県

支
部
が
2
年
後
に
創
設
35
周
年
を
迎
え
る
に

際
し
て
、
記
念
行
事
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
と

の
ご
提
案
が
あ
り
、今
後
の
課
題
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
事
録
に
従
い
、
25
年
度
活
動
報

告
、
会
計
報
告
、
来
年
度
活
動
計
画
を
執
行

部
よ
り
発
表
し
、
質
疑
応
答
後
、
参
加
さ
れ
た

方
々
の
挙
手
に
よ
り
承
認
を
得
て
、
無
事
総
会

を
閉
会
致
し
ま
し
た
。

 

（
支
部
長　
村
山　
直
幸
）

富
山
県
支
部

　

平
成
26
年
8
月
24
日（
日
）午
後
5
時
、
富

山
市
内
、
オ
ー
ク
ス
カ
ナ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
富
山
県
支
部
総
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。

　
総
会
に
は
、
支
部

会
員
18
名
の
出
席
の

も
と
、
本
部
よ
り
鈴

木
同
窓
会
長
、
山

田
相
談
役
の
ご
臨
席

を
い
た
だ
き
、
網
本

支
部
長
が
議
長
と
な

り
議
事
を
進
め
ま

し
た
。
役
員
改
選
で

は
、
網
本
支
部
長
を

再
選
し
た
の
ち
事
業
報
告
、
収
支
決
算
、
今
後

の
活
動
計
画
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
平
成

26
年
は
11
月
高
麗
祭
の
5
名
参
加
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
活
発
な
支
部
と
な
る
よ
う
、
全

員
で
確
認
し
合
い
、
多
数
の
支
部
会
員
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
と
、
誓
い

合
い
ま
し
た
。 

（
支
部
長　
網
本　
泰
博
）

中
部
支
部

　

平
成
26
年
7
月
5
日（
土
）名
古
屋
駅
横
の

名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
中
部
支
部
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
同
窓
会
本
部
よ
り
、
ご
多
忙

の
中
、
鈴
木
会
長
と
櫻
沢
会
員
担
当
委
員
長
に

ご
出
席
頂
き
支
部
か
ら
は
7
名
の
同
窓
生
と
御

子
息
の
参
加
で
和
気
あ
い
あ
い
の
中
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成

25
年
度
の
活
動
報
告

及
び
監
査
報
告
を
含

め
た
収
支
決
算
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
の
活
動

に
つ
い
て
は
、
11
月

の
全
日
本
大
学
駅
伝

の
応
援
、
高
麗
祭
物
産
展
出
店
の
件
、
中
部
支

部
発
足
10
周
年
記
念
事
業
の
説
明
、
ま
た
支

部
長
・
副
支
部
長
・
会
計
・
事
務
局
の
役
員
改

選
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
6
月
に
支
部
総
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
、
多
く
の
支
部
会
員
の
参
加
を

期
待
し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
支
部
長　
竹
ノ
内　
博
）

広
島
県
支
部

　
平
成
26
年
9
月
13
日（
土
）43
カ
フ
ェ
キ
ャ
ラ

ン
ト
ロ
ウ
に
て
参
加
者
11
名
で
総
会
懇
親
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
前

年
度
事
業
報
告
・

会
計
報
告
さ
ら
に
、

平
成
26
年
度
の
活

動
計
画
・
予
算
案
に

付
い
て
承
認
し
ま
し

た
。

　

高
麗
祭
の
物
産

品
に
つ
い
て
、
今
年

の
広
島
カ
ー
プ
の
活
躍
に
、
カ
ー
プ
の
物
を
大

学
に
持
っ
て
行
こ
う
！
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
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し
た
。

　
広
島
県
支
部
は
、
明
る
く
楽
し
い
女
性
と
子

供
に
和
気
あ
い
あ
い
で
ス
テ
キ
な
支
部
で
す
。

　

今
回
初
参
加
の
梅
谷
さ
ん
、
同
窓
会
の
輪
が

ま
た
一
つ
広
が
り
ま
し
た
。

 
（
副
支
部
長　
村
澤　
京
子
）

山
口
県
支
部

　

平
成
26
年
9
月
13
日（
土
）18
時
、
宇
部
市

内
で
山
口
県
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本

部
か
ら
は
阿
部
先
生
が
参
加
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

議
事
協
議
は
、
昨

年
度
の
本
県
の
支
部

決
算
報
告
後
、
過
日

8
月
末
東
京
開
催
で

の
城
西
大
学
同
窓
会

支
部
長
会
の
議
事
で
あ
る
、
①「
創
立
50
周
年

の
成
功
に
向
け
た
寄
付
金
を
募
る
に
は
？
」、

②「
そ
れ
に
は
本
県
支
部
総
会
の
出
席
率
を
増

や
す
こ
と
が
先
決
」、
③「
本
県
の
学
生
を
城
西

大
学
へ
の
勧
誘
を
図
る
に
は
？
」、
④「
②
③
活

動
へ
の
ツ
テ
を
生
か
す
に
は
？
」⑤「
同
窓
会
支

部
助
成
金
補
助
見
直
し
」が
中
心
と
な
り
、
阿

部
先
生
を
含
む
た
っ
た
4
人
の
出
席
者
の
中
、

非
常
に
重
た
く
困
難
な
議
題
に
も
係
わ
ら
ず
、

明
る
く
楽
し
く
前
向
き
に
議
論
し
ま
し
た
。

 

（
支
部
長　
竹
原　
真
太
郎
）

高
知
県
支
部

　

平
成
26
年
7
月
26
日（
土
）19
時
よ
り
高
知

市
大
川
筋『
仙
樹
』＝
城
西
大
学
野
球
部
O
B

岡
林
利
樹
君
経
営
店
に
て
出
席
者
13
名
委
任

状
欠
席
者
19
名
に

て
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
同
窓

会
本
部
阿
部
相
談

役
様
に
も
御
出
席

賜
り
、
全
国
の
近

況
報
告
を
お
話
頂

い
た
後
、
平
成
25

年
度
報
告
並
び
に

平
成
26
年
度
計
画
・
収
支
予
算
・
支
部
規
約

等
の
審
議
承
認
を
頂
き
滞
り
な
く
総
会
は
終

了
致
し
ま
し
た
。

　

初
参
加
の
方
含
め
今
後
一
声
運
動
の
展
開
で

会
員
間
が
連
絡
を
取
り
合
い
更
な
る
和
を
広
げ

て
行
き
た
い
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

（
支
部
長　
中
平　
博
章
）

福
岡
県
支
部

　

平
成
26
年
7
月
4
日（
金
）博
多
の
夏
を
彩

る
博
多
祇
園
山
笠
の
季
節
と
N
H
K
大
河
ド
ラ

マ「
軍
師
官
兵
衛
」で
、

今
も
っ
と
も
元
気
一

杯
の
街
、
博
多
の
中

洲
に
あ
る「
博
多
か
ん

べ
え
別
邸
」で
福
岡
県

支
部
総
会
と
懇
親
会

を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
台
風
上
陸
か
と
言
う
中
、
城
西
大
学
同
窓
会

よ
り
中
林
相
談
役
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
平
成

25
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
及
び
平
成
26

年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
の
報
告
を
受
け
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、今
年
度
計
画
案
、

予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
毎
年
、
総
会
を
開
催
し
、
一
人
で
も
二

人
で
も
よ
り
多
く
の
会
員
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
魅
力
あ
る
支
部
に
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
行
く
こ
と
を
全
員
で
確
認
し
実
り
あ
る
支

部
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
支
部
長　
出
水　
清
彦
）

熊
本
県
支
部

　

平
成
26
年
8
月
10
日（
日
）午
後
6
時
よ
り

熊
本
市
中
央
区
熊
本
東
急
イ
ン
に
て
平
成
26

年
度
熊
本
県
支
部
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

熊
本
県
支
部
よ
り

兼
田
支
部
長
以
下
3

名
が
出
席
。
平
成
25

年
度
事
業
報
告
並
び

に
決
算
報
告
及
び
平

成
26
年
度
事
業
計
画

案
・
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
支
部
長　
兼
田　
泉
）

鹿
児
島
県
支
部

　

平
成
26
年
度
支
部
総
会
は
、
生
憎
の
大
型

台
風
鹿
児
島
上
陸
と

重
な
り
、
参
加
者
は
、

予
定
の
半
数
で
あ
っ
た

が
、
本
部
か
ら
の
山
田

相
談
役
と
鈴
木
会
長

の
特
別
参
加
も
あ
り
、

総
会
の
議
事
を
終
了

す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

　
箱
根
駅
伝
を
始
め
、
母
校
の
活
躍
や
同
窓
会

45
周
年
、
沖
縄
県
支
部
結
成
記
念
事
業
、
宮

崎
県
支
部
の
再
結
成
へ
の
協
力
に
つ
い
て
話
合

い
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
支
部
長　
桑
木
野　
芳
明
）

沖
縄
県
支
部

　

平
成
26
年
7
月
25
日（
金
）19
時
、
シ
ー
メ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
那
覇
に
お
い
て
総
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

山
田
憲
治
相
談
役

か
ら
大
学
の
現
況
等

の
説
明
が
あ
り
、
引

き
続
き
平
成
25
年
度

の
決
算
報
告
、
高
麗

祭
物
産
展
出
店
収
支

報
告
、
特
に
平
成
25

年
度
高
麗
祭
物
産
展

又
平
成
26
年
度
出
店

策
に
話
題
が
集
中
し
た
。

　
物
産
展
参
加
の
機
会
を
活
用
し
、
他
支
部
と

の
交
流
・
情
報
交
換
等
更
に
大
学
の
現
況
等
、

今
後
の
支
部
活
動
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
目
標

に
毎
年
参
加
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
同
窓
会
活

動
に（
特
に
女
性
会
員
の
参
加
環
境
策
、
更
に

若
手
会
員
の
参
加
・
育
成
等
）前
向
き
な
意
見

が
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
8
月
21
日
に
県
同
窓

会
設
立
20
周
年
記
念
式
典
・
記
念
樹
の
開
催
を

決
定
し
た
。
な
お
、
今
後
新
卒
者
の
ご
理
解
で

ご
卒
業
記
念
樹（
卒
業
者
名
）を
す
る
こ
と
も

決
定
さ
れ
た
。 

（
支
部
長　
佐
久
川　
憲
）
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第
44
回
城
西
大
学
同
窓
会
定
例
総
会
は
、

平
成
26
年
5
月
25
日
（
日
）
午
前
11
時
よ
り
、

城
西
大
学
清
光
会
館
B
棟
1
F
会
議
室
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

鈴
木
会
長
が
議
長
と
な
り
、
平
成
25
年
度

事
業
報
告
・
決
算
報
告
が
各
担
当
委
員
よ
り

報
告
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

又
、
平
成
26
年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び
予

算
案
に
つ
い
て
も
各
担
当
委
員
よ
り
説
明
が

あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

　

平
成
26
年
度
の
主
な
事
業
計
画
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

一
、
総
務
担
当
委
員
会

　

〇 
同
窓
会
事
務
局
の
管
理
・
運
営
・
そ
の

他
庶
務
に
関
す
る
業
務

　

〇 

総
会
・
執
行
委
員
会
・
役
員
会
・
支
部

長
会
開
催

　

〇
理
事
者
と
の
懇
談
会
開
催

　

〇
他
大
学
同
窓
会
と
の
交
流

　

〇
ク
オ
カ
ー
ド
購
入

　

〇 

生
涯
教
育
講
座
・
海
外
留
学
制
度
へ
の

援
助

　

〇
「
新
潟
城
西
の
会
」
へ
の
出
席

　

〇
総
務
担
当
委
員
会
開
催

二
、
財
務
担
当
委
員
会

　

〇
決
算
、
予
算
等
経
理
面
の
管
理
・
運
営

　

〇
会
計
監
査
実
施

三
、
会
員
担
当
委
員
会

　

〇 

支
部
活
動
へ
の
助
成
・
会
員
動
向
の
把

握

　

〇 

高
麗
祭
物
産
展
参
加
支
部
懇
親
会
開
催

　

〇
支
部
記
念
事
業
へ
の
協
力

　

〇
会
員
担
当
委
員
会
開
催

四
、
編
集
担
当
委
員
会

　

〇
け
や
き
73
号
発
行

　

〇
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
・
維
持

　

〇
編
集
担
当
委
員
会
開
催

五
、
学
生
担
当
委
員
会

　

〇
男
子
駅
伝
部
へ
の
助
成

　

〇
女
子
駅
伝
部
へ
の
助
成

　

〇
硬
式
野
球
部
へ
の
助
成

　

〇
高
麗
祭
へ
の
助
成

　

〇
学
友
会
団
体
執
行
部
と
の
懇
談
会
開
催

　

〇 

奨
学
生
の
採
用
・
指
導
お
よ
び
奨
学
事

業
の
管
理
・
運
営

　

〇 

名
入
り
ボ
ー
ル
ペ
ン
作
製
、
新
入
生
へ

配
布

六
、
名
声
高
揚
担
当
委
員
会

　

〇
男
子
駅
伝
・
女
子
駅
伝
の
応
援

　

〇
名
声
高
揚
事
業

　

〇
名
声
高
揚
担
当
委
員
会
開
催

●
同
窓
会
定
例
総
会
●

同
窓
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

定
例
総
会
の
お
知
ら
せ

第
45
回
定
例
総
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
是
非
と
も
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

な
お
、
都
合
で
ご
出
席
で
き
な
い
方
は
、
同

封
の
委
任
状
に
ご
記
入
の
上
、
返
送
を
お
願
い

致
し
ま
す
。（
住
所
・
近
況
等
も
付
記
し
て
く

だ
さ
い
。）

記

　

日
時　

平
成
27
年
5
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
11
時

　

場
所　

清
光
会
館
B
棟
1
F
会
議
室

　

議
事　

1
．
平
成
26
年
度
事
業
報
告
お
よ

び
決
算
報
告

2
．
平
成
27
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
　
　
お
よ
び
予
算
（
案
）

3
．
そ
の
他

◎
事
務
局
だ
よ
り

　

名
簿
作
成
・
販
売
等
の
勧
誘
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　

同
窓
生
自
宅
へ
名
簿
作
成
・
販
売
等
の
勧

誘
の
た
め
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
送
付
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、同
窓
会
と
は

一
切
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
窓
会
で
は
、名
簿
は
作
成
し
て
お
り
ま

せ
ん
し
、同
窓
生
の
連
絡
先
を
教
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、十
分
に
ご
注
意
下
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ

ス
5
号
棟
が
竣
工
し
ま
し
た
。

今
回
、こ
の
5
号
棟
の

1
階
に
同
窓
会
の
部
屋

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、こ
の
同
窓
会
室
を

同
窓
会
員
の
集
う
と
こ

ろ
と
し
て
ご
使
用
く
だ

さ
い
。な
お
、ご
使
用
等

に
つ
き
ま
し
て
は
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

城
西
大
学
は
、
2
0
1
5
年
創
立
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

創
立
者
水
田
三
喜
男
先
生
は
「
学
問
に
よ
る

人
間
形
成
」
を
建
学
の
精
神
と
し
て
、「
新
た
な

国
の
創
生
の
た
め
に
は
、
優
秀
で
、
人
間
と
し
て

の
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
人
材
を
育
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
を
目
標
に
し
て
本
学
を
創
立
し
ま
し

た
。
爾
来
50
年
が
経
ち
、
皆
様
の
力
強
い
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
城
西
大
学
は
、
総
合
大
学

と
し
て
発
展
し
、
城
西
短
期
大
学
や
姉
妹
校
の

城
西
国
際
大
学
と
合
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
約
9
万

人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
現
代
お
よ
び
後
世
の
た
め
に
、
国
家
社
会
建

設
の
重
責
に
耐
え
ら
れ
る
人
材
育
成
の
場
」
を

理
想
に
水
田
三
喜
男
先
生
が
創
立
し
た
城
西
大

学
。
こ
れ
か
ら
も
国
際
社
会
で
、
地
域
で
活
躍

で
き
る
若
者
を
育
て
る
場
を
確
立
す
る
た
め
に
、

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
一
層
、
努
力
し
て
い
く

所
存
で
す
。
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念
募
金
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
場
合
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
： 

学
校
法
人
城
西
大
学
維
持
協
力
会

 

事
務
局 

03
│
6
2
3
8
│
1
5
2
1

城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念
募
金
の

ご
協
力
の
お
願
い

同
窓
会
へ
の
寄
付
者

E
8
5

ア
ベ
ニ
ュ
ー
有
志
＋
卓
「
箱
根
応
援
し
て
ま
す
！
」

M
6
7
0
0
5

伊　

藤

C
9
6
0
2
5

工　

藤

B
8
9
0
5
4

吉　

岡

敬
称
略　

平
成
27
年
2
月
17
日
現
在
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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支　部　名 期　　　　日 場　　　　所 会　　費 問　合　せ　先 備　　　　　考

北海道道南支部 H27.6.7（日）
11時～ 千歳市予定 2,500円ご家族

分は1,000円
支部長　船橋紀美男
090-8429-1314

同封のハガキで、出欠をお知らせください。（5/27まで）
詳細は決定次第、支部よりハガキで連絡いたします。

北海道道央支部 H27.6.予定 さっぽろっこ
011-521-1151 3,000円 支部長　宮内良卓

090-8371-9038 同封のハガキで、出欠をお知らせください。

青森県津軽支部 H27.6.予定 未定 4,000円予定 事務局　小山浩一
090-1068-7907

詳細は決定次第、支部よりハガキで連
絡いたします。

岩手県支部 H27.10.下旬
予定 未定 5,000円 事務局　菅原覚

090-4633-3158
同封のハガキで、出欠をお知らせください。

（10/10まで）

宮城県支部 H27.9.5（土）
17時～

ホテルJALシティ仙台
022-771-2580 3,000円 事務局　佐竹一秀

TEL・FAX 022-241-9275  　　　　　　　〃 （7/25まで）

秋田県支部 H27.11.21（土）
17時～

協働大町ビル5Ｆ（JR秋田駅西口から徒歩15分）
018-863-2111 5,000円 支部長　小原久夫

090-4311-1141  　　　　　　　〃 （11/11まで）

山形県支部 H27.8.30（日）
17時～

山形国際ホテル
023-633-1313 5,000円 支部長　高橋薫

023-631-6682  　　　　　　　〃 （7/25まで）

福島県浜通り支部 H27.6.予定 小名浜美食ホテル 5,000円 支部長　鈴木　泰弘
0246-54-3409  　　　　　　　〃

福島県中通り支部 H27.7.26（日）
11時～

珈琲プラット（郡山駅より徒歩15分）
郡山市駅前1-4-8　1F 1,500円 支部長　佐藤和夫

024-922-7770（会社）  　　　　　　　〃 （7/16まで）

群馬県支部 H27.11.15（日）
17時～

レストラン風来堂
0279-52-2256 2,000円 支部長　阿久澤初雄

027-288-8535  　　　　　　　〃 （11/5まで）

埼玉県中央支部 H27.6.13（土）
18時～ 北坂戸にぎわいサロン 3,000円 支部長　宮﨑英治

090-5335-7780  　　　　　　　〃 （6/3まで）

埼玉県さきたま支部 H27.6.21（日）
11時～

行田市商工センター
048-553-0510 1,000円 事務局　肥留川徹

090-1450-9561  　　　　　　　〃 （6/11まで）

埼玉県東上支部 H27.11.28（土）
18時30分～ 川越「福登美」　049-222-2913 3,000円 事務局　若林英嗣

049-271-7959  　　　　　　　〃 （11/18まで）

埼玉県東部支部 H27.6.28（日）
10時～　 未定 2,000円 支部長　稲垣潤

048-749-0850（会社）  　　　　　　　〃 （6/18まで）

埼玉県県央支部 H27.7.4（土）
18時～

日本海 庄や 上尾東口店
（駅から２分） 3,000円 支部長　林尚樹

048-781-6153  　　　　　　　〃 （4/30まで）

千葉県支部 H27.9.13（日）
11時30分～

三井ガーデンホテル千葉
043-224-1212 6,000円 支部長　坂本惠則

090-1800-7572  　　　　　　　〃 （9/3まで）

東京支部 H27.6.7（日）
13時～

城西大学東京紀尾井町キャンパス１号館
03-6238-1300 3,000円 支部長　内田俊夫

042-623-7408  　　　　　　　〃 （5/27まで）

神奈川県支部 H27.11.14（土）
15時～

桜木町「杉の子」（予定）
045-253-1414 2,000円 事務局　木村哲夫

090-8476-9307  　　　　　　　〃 （11/4まで）

山梨県支部 H27.6.7（日）
12時～

サントリー登美の丘ワイナリー
0551-28-7311 2,000円 支部長　島津豊重

090-3130-0117  　　　　　　　〃 （5/20まで）

静岡県支部 H27.6.21（日）
11時30分～

ローラン・シャンツウ（JR浜松駅北口徒歩5分）
053-413-3003 3,000円 事務局　中沢順子

090-1809-6385  　　　　　　　〃 （6/11まで）

新潟県支部 H27.6.20（土）
15時～

村さ来　新潟本店
025-245-7854 5,000円 支部長　村山直幸

090-5771-1390  　　　　　　　〃 （6/10まで）

富山県支部 H27.8 下旬頃
予定 未定 未定 支部長　網本泰博

076-425-8158  　　　　　　　〃 （7/25まで）

中部支部 H27.6.21（日）
16時～

名鉄グランドホテル18F　涵梅舫
052-582-2235 3,000円 支部長　竹ノ内博

090-3438-1549  　　　　　　　〃 （6/11まで）

広島県支部 H27.9.12（土）
18時～

極旨処　三国団
082-264-2239 未定 支部長　石本重夫

080-2905-5715
 　　　　　　　〃 （9/2まで）詳細は後日、
支部よりハガキで連絡いたします。

山口県支部 H27.10.10（土）
18時～

お食事処 入道（新山口駅前）
083-973-3195 6,000円 支部長　竹原真太郎

083-941-5361
同封のハガキで、出欠をお知らせください。    
 　　　　　　　〃 （9/10まで）

高知県支部 H27.7.25（土）
19時～ 高知市内　予定 5,000円 支部長　中平博幸

088-866-3108  　　　　　　　〃 （7/15まで）

福岡県支部 H27.7.3（金）
18時～

雑魚屋　福岡天神店
092-736-8351 3,000円 支部長　出水清彦

092-821-8458  　　　　　　　〃 （6/23まで）

熊本県支部 H27.8.9（日）
18時～

熊本東急イン
096-312-2500 3,000円 支部長　兼田　泉

096-345-1340  　　　　　　　〃 （7/25まで）

宮崎県支部 H27.6.28（日）
予定 宮崎市内予定 5,000円 事務局　福原忠俊

080-5250-1526  　　　　　　　〃 （6/18まで）

鹿児島県支部 H27.8.8（土）
19時～

川内ホテル
0996-25-1000 4,000円 支部長　桑木野芳明

090-8412-4718  　　　　　　　〃 （7/25まで）

沖縄県支部 H27.8.21（金）
10時～

シーメンズクラブ那覇
098-857-1753 1,000円 支部長　佐久川  憲

090-8412-4718  　　　　　　　〃 （7/25まで）

■■■　支部総会開催のお知らせ　■■■

平成25年度運用会計決算書
（平成25年4月1日～平成26年3月31日） （単位 :円）

収　　　　入 支　　　　出
1. 入  会  金 21,240,000 1. 事　業　費 70,736,380 
2. 会  費 55,230,000 （1）総務担当委員会 22,752,701 
3. 雑  収  入 232,000 （2）会員担当委員会 3,346,018 
4. 受 取 利 息 4,406 （3）編集担当委員会 8,950,427 
5. 寄 附 金 収 入 767,000 （4）学生担当委員会 35,453,185 
6. 会館設立積立金取崩し収入 10,000,000 （5）名声高揚担当委員会 234,049 
7. 前 期 繰 越 金 4,751,742 2. 奨学金積立金 1,000,000 

 3. 同窓会50周年記念事業積立金 3,000,000 
4. 東京紀尾井町
　　キャンパス3号棟竣工寄附金 5,000,000 

5. 予備費 722,492 
6. 次 期 繰 越 金 11,766,276 

合　　計 92,225,148 合　　計 92,225,148 

平成26年度運用会計予算書
（平成26年4月1日～平成27年3月31日） （単位 :円）

収　　　　入 支　　　　出
1. 入  会  金 17,000,000 1. 事　業　費 73,533,000 
2. 会  費 51,000,000 （1）総務担当委員会 24,043,000 
3. 雑  収  入 100,000 （2）会員担当委員会 4,500,000 
4. 受 取 利 息 3,800 （3）編集担当委員会 9,250,000 
5. 寄 附 金 収 入 0 （4）学生担当委員会 35,340,000 
6. 会館設立積立金取崩し収入 0 （5）名声高揚担当委員会 400,000 
7. 前 期 繰 越 金 11,766,276 2. 奨学金積立金 0 

 3. 同窓会50周年記念事業積立金 3,000,000 
4. 東京紀尾井町
　　キャンパス3号棟竣工寄附金 0 

5. 予備費 3,337,076 

合　　計 79,870,076 合　　計 79,870,076 
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同窓会員が利用する場合は、契約施設へ会員である旨を伝えて予約し、ご利用時
に会員証を提示して下さい。

同窓会指定契約施設一覧

保養・宿泊施設・ホテル

ホテル海山　湯野浜温泉
●所在地　山形県鶴岡市湯野浜1-14-38　☎0235-75-2221
●交　通　羽越本線・鶴岡駅下車　バス40分、車25分
●料　金　一泊二食付　一般利用料金の13％割引

みのや旅館　熱海温泉
●所在地　静岡県熱海市和田浜南町7-47　☎0557-81-8291
●交　通　JR熱海駅下車　車で7分
●料　金　 一泊二食付　
　　　　　一般利用料金8,000円～15,000円（税込）の
　　　　　20％割引

ホテル白樺荘　菅平高原
●所在地　長野県上田市菅平高原1223　　☎0268-74-2511
●交　通　信越線・上田駅よりバスにて菅平高原下車
●料　金　一泊二食付　11,000円　→　 9,000円
　　　　　　　　　　　12,000円　→　10,000円

セブンス・ヘブン
●所在地　岩手県八幡平市星沢2-37　☎0195-72-6761
●交　通　東北新幹線盛岡駅～JR安比高原駅下車　車で5分
●料　金　一泊二食付　
　　　　　一般料金7,000円～7,500円の15％割引
　　　　　 休前日は10％割引（8月12日～16日、12月28日～1

月5日は除く）

宿中屋　南房総国定公園　小湊城崎海岸
●所在地　千葉県鴨川市天津3287　☎04-7094-1111
●交　通　外房線・安房小湊駅下車（送迎あり）
●料　金　一泊二食付　一般利用料金の10％割引

坂戸ホテル
●所在地　埼玉県坂戸市緑町5-4　☎049-284-4111
●交　通　  東武東上線・坂戸駅南口下車　徒歩3分
　　　　　関越自動車道鶴ヶ島I.Cより車で3分
●宿　泊　公示室料の5％割引
　　　　　朝食無料サービス
　　　　　

ロワジールホテル豊橋
●所在地　愛知県豊橋市藤沢町141　☎0532-48-3131
●宿　泊　公示料金の15％割引

ニューサンピア埼玉おごせ
●所在地　埼玉県入間郡越生町古池700　☎049-292-6111
●交　通　 JR八高線または東武越生線・越生駅下車　川越観光バ

スニューサンピア埼玉おごせ行き・タクシーで約10分
●料　金　宿　泊：公示室料の10％割引
　　　　　宴　会：料理および飲物代金の10％割引
　　　　　会議室：公示室料の10％割引
　　　　　施　設：体育館・テニスコート利用料10％割引

式場名 来館
サービス

挙式＆披露宴
成約特典

ベルヴィ武蔵野　埼玉県川口市小谷場38

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

ワ
イ
ン

教会式
挙式料金

ヴェルヴィギャザホール　埼玉県越谷市神明町2-170

ベルヴィアイトピア　埼玉県行田市持田2792-1

ハウス オブ ザ マカロン　埼玉県越谷市神明町2-1-56

セレス所沢　埼玉県所沢市星の宮1-3-5

ディアナ・マリエール　埼玉県東松山市松本町2-10-30

アズグレイス　埼玉県狭山市下奥富614-1 オリジナル
生ウェディングケーキ

大宮サンパレス　埼玉県さいたま市大宮区仲町1-123 プチギフト スナップアルバム

◎左記特典以外にも、季節にあわせた特典有
　※来館サービスは、カップルで初めて来館した場合
　※挙式＆披露宴成約特典は、30名以上の場合
　※左記特典は他のプランと併用できません。

－手続き方法－
お問い合せ、お申込については、下記までご連絡下さい。

　＊ 直接式場に申し込まれた場合、すでに申し込みをさ
れている場合は特典適用外となります。

アルファクラブ武蔵野㈱　
会員サービス課　048-689-2580
　　　　　　　　担当　塩田

●結婚式場●　城西大学関係者　特典付き施設一覧
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ホテル・結婚式場

坂戸グランドホテル・ホテルサンロード・川越東武ホテ
ル宿泊者の特別補助は、平成26年4月1日より廃止となり
ました。

坂戸グランドホテル
●所在地　埼玉県坂戸市関間２-６-32　
　　　　　☎049-281-4122
　　　　　東武東上線・坂戸駅南口下車　徒歩12分
　　　　　関越自動車道・鶴ヶ島I.Cより車で３分
●宿　泊　公示室料の10％割引
＊ ご婚礼紹介者様へ紹介料贈呈（当社規定に基づく）詳細はお問
合せ下さい。

ホテルサンロード
●所在地　埼玉県坂戸市日の出町２-10　
　　　　　☎049-289-3600
　　　　　東武東上線・坂戸駅北口下車　徒歩１分
●宿　泊　公示室料の10％割引

川越東武ホテル　 
●所在地　埼玉県川越市脇田町29- １　
　　　　　☎049-225-0111
　　　　　東武東上線・JR川越線、川越駅東口より徒歩5分
　　　　　西武新宿線、本川越駅より徒歩6分
●宿　泊　特別優待料金
●婚　礼　 特別割引特典あり
＊ 割引利用券がありますので、同窓会事務局へご連絡下さい。

渋谷東武ホテル
●所在地　東京都渋谷区宇田川3-1　
　　　　　☎03-3476-0111
●宿　泊　公示料金の10％割引

宇都宮東武ホテルグランデ
●所在地　栃木県宇都宮市本町5-12　
　　　　　☎028-627-0111
●宿　泊　特別優待料金
　　　　　＊ご予約時にとくとくプランとお伝え下さい！

川越氷川会館　氷川神社
●所在地　埼玉県川越市宮下町２-11- ３　☎049-222-8417
●婚　礼　ご披露宴人数×1,000円をご婚礼費用総額より割引
　　　　　（ご列席人数31名様以上の氷川会館プランご利用の方）

　　＊ ご紹介カードがありますので、同窓会事務局へご連絡下さい。
（初回来館時にご紹介カードを提出された会員のみ）

㈱アターブル松屋（松屋グループ）
対象者・同窓会会員及びご家族、ご友人

東京大神宮会館マツヤサロン
東京都千代田区富士見２-４-１　
☎03-3234-6611

銀座ブロッサム
東京都中央区銀座２-15- ６　中央会館　
☎03-3543-5677

船堀マツヤサロン
東京都江戸川区船堀４-１-１　タワーホール船堀2F
☎03-5676-5511

青梅スイート・プラム
東京都青梅市東青梅１-177- ３　
☎0428-23-2155

杉並会館マツヤサロン
東京都杉並区上萩３-29- ５　
☎03-3399-9436

－特典内容－
〈婚礼〉●新郎・新婦様の衣装 20％割引
　　　  ●料理・お飲み物 ５％割引

◎ 特典は、他の紹介と重複した場合及び特別企画商品（シーズンパッ
ク等特に割引した商品）は適用除外となります。

－手続き方法－
お問い合わせ、お申し込みについては、下記までご連絡下さい。

アターブル松屋　☎03-3545-7878

旅行代理店

東武トラベル㈱　坂戸駅支店（平成27年4月1日より社名変更予定）
●所在地　埼玉県坂戸市日の出町1-4　☎049-289-8161
　東武東上線・坂戸駅北口下車　徒歩1分
●国内・海外パッケージツアー　3％割引
　　　　　　　　　　　　　　　（坂戸駅支店限定　一部除外商品あり）

　　　　　　　　　　　 （担当）店長：植田佳樹（S62卒業）・チーフ：竹渕　徹（H10卒業）
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〔同窓生経営の会社です〕


